
５月１４日の２校時に、１年Ｄ級で亀井先生による英語
の研究授業が行われました。本校は市町村立の学校とは異
なり、国立大学の附属学校として、教育実習を通して人材
育成をすること、研究を通して取組を発信することの２つ
の役割を担っています。取組の発信をするための公開研究
会が１２月４日に計画されていますので、その会に向けて
の第１回の校内における授業研究をしました。
現在は小学校３年生から外国語活動・５年生から英語が

行われているためでしょうか。入学からわずかの中学１年
生には、臆することなく英語に親しむ姿が見られました。
本校では、生徒が目標を達成することを見据え主体的に

学ぶために、教師がいかにファシリテートしていくかとい
うことを課題の１つとして掲げています。

中学校英語のはじめての単元は「Hello,Everyone!」で、
「仲良しの達人になる」ために「自己紹介」という手段を
通して「精度を高めていく」というコンセプトのものでし
た。本時は９時間扱いの８時間目で、最後の時間にＡＬＴ
の先生や亀井先生に積み上げてきたものを活かして自己紹
介するための自己調整の時間で、２列の生徒が異なる友達
とかわるがわる対話をしながら高めていく姿がありました。
その中でも「仲良しの達人になるために求められる力」を
生徒の経験を通して主体的に考えさせたり、共有したりす
る姿が見られたことは、教師が時宜を得たファシリテート
をすることに直結していると感じました。

１年生、授業にとても熱心に取り組んでいます！

わかる授業、考える授業を行い、生徒が主体的に学ぶこ
とができるように職員一同、取り組んでまいります。

令和７年５月１６日発行

５月１１日（日）は、本校の第７８回体育大会でした。
前日は、午前中に雨が降り出さないかを心配し、１時間お
きに天気予報とにらめっこしていましたが、当日の朝の段
階では、雨の降り出し予報が午後１時頃になっていました
ので、昨年度よりも少しだけ余裕をもって「予定どおり実
施」判断することができました。
結団式から本番までの期間はとても短いものでしたが

「附属中学校の生徒が立てた計画に従って、自ら考えなが
ら行動することで、まとまっていく姿」が加速度的に広
がっていくことを感じていましたので、校長として、その
姿をできるだけ多くの保護者や地域の方に見ていただきた
いと考えていました。
当然、短期間で準備を進めてきた体育大会ですので、す

べてが思い通りにうまく進むわけではありませんでしたが、
各団が総合優勝やファミリー賞を目指して、互いを鼓舞し
ながら切磋琢磨する姿には多くの感動がありました。
生徒は掲げられたビジョン「～きょうそう～ 競争・共

創・響奏」のもと、すばらしい態度で体育大会に臨むこと
ができました。
学年団技では、今までになかった「令和」にふさわしい

創意工夫のある団技を各学年が計画し、コミュニケーショ
ンをとりながら奮闘することで、深い絆が生まれました。
Ｅ級団技では、交流委員を中心とする多くの生徒も加わ

り、Ｅ級生徒が主役となる楽しい競技に全校生徒が一丸と
なって声援をおくりました。
学級対抗リレーでは、走ることがあまり得意ではない生

徒をサポートしたりカバーしたりして、みんなで少しでも
はやく走ることができるように、テイクオーバーゾーンを
上手に使う作戦が見られました。
エール交換やファミリータイム、ダンスでは、それぞれ

の団が一致団結していました。声量、動きともに中学生ら
しく溌剌としたもので、短期間の練習でここまでよくまと
まったと感心するものでした。

Ｅ級全員で がんばりました！ ノリノリのダンス 楽しかったですね

開・閉会式の生徒会長挨拶、体育大会実行委員長挨拶は、
仲間や周囲の人々への感謝の気持ちやリスペクトに溢れた
言葉で紡がれ、心が揺さぶられました。体育大会をみんな
で作り上げてきた自信が溢れ、掲げられたビジョンは十分
に達成できたと思います。結果は、総合優勝、ファミリー
賞ともに黄団が獲得しました。おめでとうございました。

最後まであきらめない戦い 僅差の勝利！ 実行委員の主体性

解団式では、団長を囲む４つの輪が広がり、ファミリー
でこれまでの足跡を振り返りました。ＰＴＡ役員の皆様、
様々な面でサポートをいただきありがとうございました。

英語で自己紹介 高いコミュ力です

宮崎大学教育学部附属中学校 校長室だより 伝えたい言葉
もし真剣に勝ちたいのなら、「これじゃ勝てない、こうしてくれ。」と言わ
なきゃいけない。みんなで慰め合っていても勝てっこない。 岡田 武史

ほくと

若い力大爆発 白熱の体育大会 

運動部活動等の３年生が、宮崎地区中学校総合体育大会
にむけて練習する姿、文化部の３年生がひとつの演奏や作
品を作り上げている姿はすばらしいものです。それに加え
て３年生は「進路」について真剣に考えるべきときがやっ
てきました。まさにこれからは二刀流で様々なことに取り
組み、考え、行動することが大切になります。
５月２９日には私立高校説明会、６月４日には県立高校

説明会、６月１７日、１８日には宮崎地区実力テストが計
画されています。今から先を見据えて、計画的に学習にも
取り組んでください。早く目標設定ができると、無理をし
すぎることなく、マイペースで進んでいくことができます。
３年生は、自分のこれからのことを不安に感じたり、逃

げ出したくなったりすることもあるでしょう。そのような
ときには、ぜひ、保護者や先生方に相談しましょう。相談
することが近道になることも多くあるはずですから……。

３年生は二刀流！学習と部活動

授業におけるファシリテートとは・・・・・
目標を設定し、効率的・効果的に授業を進めるために、
教師や生徒が発した言葉、行動を通して、主体的な思
考や議論を活性化させ、目標達成をサポートすること
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